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「AI技術を活用した感染対策専用の CT」 































隔離・ゾーニングに着目し、感染症対策専用の CT検査環境「CT in Box」を開発し、国内で






CT in Box は、言葉通り箱型の専用検査室に CTを設置し、病院や検査センターの駐車場や、
海外では大きな公園など、平面が存在し、隔離・ゾーニングが可能な場所に設置する仮設 CT
室である。このような設置場所による工夫だけではなく、陰圧の空調管理と HEPAフィルタ




日本では緊急事態宣言発令のさなかであった 5 月より導入を開始し、12 月時点では国内で























世代 CTである「Revolution Maxima」の DLカメラにより、検査毎に最適なポジショニング
の自動化を実現した。 
 













































* 厚生労働省 国内の発生状況など, 
https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html 
* Li J, Udayasankar UK, Toth TL, et al. Automatic patient centering for MDCT: 
effect on radiation dose. AJR Am J Roentgenol. 2007; 188:547-552. 
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